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令和７年度 第１回福井県長寿医療運営懇話会会議録 
 

日 時   令和７年８月２８日（木）午後２時００分～３時３０分 

場 所   福井県自治会館 ２階 ２０１研修室 

出席者   坂口委員（会長）、廣部委員（副会長）、清水委員、宮川委員 

安川委員、大野屋委員、水上委員、大瀧委員、冨士委員、上田委員 

竹下委員 

（欠席）中川委員 

    松森委員 代理 藤田氏 

 

事務局    宮木局長、三寺課長以下６名 

 

１ 事務局長あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 会長選出 

４ 副会長指名 

５ 協議・報告事項 

（1）後期高齢者医療制度の概要について 

・・・・・・資料により事務局説明（課長）   

（2）令和８・９年度保険料率改定について 

・・・・・・・・資料により事務局説明（局長）   

(3）令和７年度保健事業および第３期データヘルス計画の進捗について 

・・・・・・・資料により事務局説明（主任） 

６ その他 
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協議事項に対する質問・回答・意見 

 

（1） 後期高齢者医療制度の概要について  

問 1 

【委員】 

保険証は昨年１２月で廃止になり、今年度７月末で資格が切れるが、

暫定的に３月まで有効と認識している。マイナ保険証の利用率が上が

らない中、協会けんぽでもマイナンバーカードをもたない方に資格確

認書を交付する。後期の中で動きがあれば教えていただきたい。 

答 1 

【事務局】 

後期高齢者の保険に関しては厚生労働省よりマイナ保険証の利用登録

の有無に関わらず、資格確認書を交付するよう通知が出ている。 

国が暫定的に来年７月末まで延長しているが、来年８月以降も延長と

なると再度一斉交付する。暫定措置を行わなければマイナ保険証を持

っていない方に資格確認書、持っている方には資格情報のお知らせを

発行する。 

  

問 2 

【会長】 

医療機関の立場から委員に質問。マイナ保険証の利用者が増えている

感覚はあるか。 

答 2 

【委員】 

徐々に増えてきている感じで、一気に増えている感覚はない。今後、

国もマイナ保険証を利用し受診しないと加算が取りにくい方向にもっ

ていこうとしているため、利用者を増やしていかなければいけないと

考えている。 

  

問 2-2 

【会長】 

被保険者の立場から委員に質問。周りの方も含め、マイナ保険証の利

用についてはどうか。 

答 2-2 

【委員】 

自身もまだカードを持っていない。持つためには手続きに時間がかか

る。持たないといけないとは思っている。 

答 2-2 

【委員】 

自身はカードを利用して受診している。家族も同じ。今回、全員に資

格確認書を送ったが、カードを持っている人にまで送るのは、費用が

無駄では。 
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答 2-2（2） 

【事務局】 

マイナ保険証を所持していても更新を失念してると受診できなくなる

等の弊害が生まれる。慣れるまではスムーズに受診できるよう暫定的

に行っているもの。国も慎重に進めている事をご理解いただきたい。 

 

(2)  令和８・９年度保険料率改定について（質問なし） 

 

(3)  令和７年度保健事業および第３期データヘルス計画の進捗について 

問１ 

【委員】 

服薬相談のクオカードについて、かかりつけ薬局が記載された通知書

が送付され、薬局で相談するとクオカードをもらえるのか。 

答１ 

【事務局】 

かかりつけ薬局に通知書を持参し相談すると、薬局から薬剤師会を通

じ広域連合に情報が提供されるため、それに対してクオカードを郵送

する。 

  

問２ 

【会長】 

県看護協会 委員にお聞きしたい。 

各市町から事業の委託を受けたことはあるか。 

答２ 

【委員】 

P34 一体的実施事業内の専門家の健康教育・健康相談の派遣につい

ては協力したことがある。令和５年度実績１件、令和６年度は実績な

し。県看護協会として「まちの保健室」という事業を行っており、気

軽に相談できる環境を作っている。年に数回一般の方対象に健康相談

ができる場を設けている。 

  

問３ 

【委員】 

健康診査事業目標２０％とあるが、みなし健診を併せるともう少しあ

ると思う。大事なのは健診を受けた後のフォロー。各市町が行う保健

事業などの中でフォローができているか。 

答３ 

【事務局】 

みなし健診を入れると受診率は２０．７１％。みなし健診の結果も健

診データに入力して市町で確認できるようになっている。 

市町の中でも徐々に取組を増やしている状況。今後幅広く事後フォロ

ーできるよう市町と連携を取っていく。 
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問４ 

【会長】 

服薬相談について、薬剤師会 委員にお聞きしたい。 

服薬相談事業の効果の実感はあるか。 

答４ 

【委員】 

先日、１回目の通知が戻っており、県内で６３件服薬相談があった。 

患者さんも急に通知が来ることで気になって来られることが多い。薬

剤師会の会員にも事前に通知を発送する旨伝えてあるため、対応はで

きている。 
 

 

問５ 

【会長】 

歯科健診も充実させていこうということで、歯科医師会にお聞きした

い。 

歯科健診の結果で指導を受けてからかなり改善しているようだが、日

頃から高齢者が口腔のことで気を付けることがあれば教えていただき

たい。 

答５ 

【委員】 

飲み込みがうまくできない人が結構多い。後期高齢者の歯科健診では

歯の検診の他に口腔機能の健診が入っているため、それでチェックし

ている。高齢者は年令を重ねるごとに喉頭が下がり筋力が落ちる。 

それを防ぐため、体操などの指導を行い３カ月後に再評価している。 

  

問６ 

【会長】 

保健事業を受ける対象となる被保険者代表としてシルバー人材センタ

ー 委員にお聞きしたい。健康で有意義に活動をしていくにあたり気

を付けていることは。 

答６ 

【委員】 

県内に１５団体、会員数８０００人。調査をやっていることが、シル

バーで働くことで認知機能がアップするかしないか、健康で働けるか

も含め３年くらい調査を行っており今年度結果が出てくる。 

おそらくシルバーで働くことにより健康を保つことができるという結

果が出るだろう。平均入会年齢は７０歳以上。６０歳から入会できる

が、企業での雇用年齢が伸びている事や人材不足で確保していること

からなかなかシルバーに入って来ない。７０歳を超えての入会のため

安全面等新たな課題が生まれている。 
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問７ 

【会長】 

保険者として都市国保 委員にお聞きしたい。 

国保でも保健事業を行っていると思うが、連携の取れそうなことや補

足などがあれば教えていただきたい。 

答７ 

【委員】 

当市でも国保事業を受けて計画を作っている。高齢者になる手前の方

についても、薬剤重複・多剤服薬の適正化、ジェネリック医薬品の啓

発などを行っている。介護予防も含め切れ目のない支援に取り組みな

がら、生活習慣病の発症や重症化予防、フレイル予防を目指してい

る。連携を取りながら健全な運営を行っていく。 

  

（5）その他について（質問なし）    


